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論 文 内 容 の 要 旨 
 畑野吉則の学位請求論文「秦漢文書逓伝システムの研究」（以下、本論文）は、秦漢時代
の文書行政を支えた根幹である文書逓伝に焦点を当て、システムの復原と運営実態の解明
を試みたものである。紙の使用が普及する以前の当該時代においては、行政文書は基本的
に簡牘（竹簡、木牘）に書写されるため、本論文は膨大な出土簡牘を基本的史料として扱
っている。以下、2 篇・6 章に序論・補論・結論から成る本論文の概要を示す。  
 「序論」では、まず秦漢簡牘研究およびそれを用いた文書逓伝研究の現状と課題が整理
された上で、本論文の観点として文書の受け渡し記録である郵書記録の分析を基礎とする
ことが宣言される。続いて、本論文の基本的史料である出土簡牘の概説と、それを生み出
した地方行政機構の構造が略述され、最後に本論文全体の構想が予告的に示される。  
 「第一篇 文書逓伝システムの復原」は次の 3 章から成る。  
 「第一章 秦代遷陵県における文書逓伝－秦代県レベルの逓伝システム－」は、新出の
里耶秦簡に見られる文書の発信・受信記録を集成し、秦代の県レベルにおける文書逓伝の
実態を明らかにしたものである。  
 「第二章 漢代懸泉置における文書逓伝－置と騎置の逓送方式－」は、郵驛遺址である
敦煌懸泉置出土の文書逓伝記録を集成し、置・騎置・亭という 3 つの逓送ラインの併存が
指摘される。  
 「第三章 漢代居延・肩水地域における文書逓伝－部・燧と肩水金関の逓伝シスレム」
は、エチナ川流域出土簡牘のうち、近年ようやく全貌が明らかとなった肩水金関漢簡を史
料として用い、逓伝経路の復原と郵書記録の作成過程を解明したものである。  
 以上の第一篇の 3 章は、秦代の県、漢代後半以降の郵駅、漢代後半以降の関所・軍事施
設といった、それぞれ時代と性格を異にする 3 つの簡牘群を対象とした分析である。これ
らの比較を通して本論文は、秦漢時代の文書逓送システムにおける時代や地域を越えた共
通性・通時性を導き出している。なお、各章の末尾には、それぞれの簡牘群に見られる郵
書記録簡の集成が掲げられており、関連する研究に裨益多大である。  
 「第二篇 逓伝システムの管理と運営」は次の 3 章から成る。  
 「第四章 秦漢時代における郵書記録のフォーマット－記録システムの統一・変化・普
及－」は、前篇での検討を踏まえ、秦代と漢代辺郡における郵書記録の共通性と地域差を
分析する。結論として、秦代と漢代、内郡と辺郡、軍政系統と民政系統という差異にもか
かわらず、郵書記録の共通性が確認され、全国的に統一された共通フォーマットの存在が
想定されている。  
 「第五章 刻歯郵書初探－郵書の作成と管理－」は、刻歯簡牘に焦点を当てて、文書逓
伝システムとの関係を考察する。刻歯簡牘とは側面に刻みを入れた木簡で、刻み目の形や
数によって数値を表す場合もあるが、本章が注目する刻歯郵書は、文書受け渡しの際に授
受双方の簡牘を合わせて刻み目を入れ、そこに受け渡し時刻を書き入れ、一方における改
竄を防止するというものである。このような木簡は、懸泉置漢簡の出土によって初めて知
られるようになったもので、本章は世界的に見てもこの刻歯郵書研究の第一歩である。  
 「第六章 漢代辺郡における文書逓伝の管理方式」は、おもに居延漢簡・肩水金関漢簡
を対象に、文書逓伝の記録作成、集計、校閲、監査、逓送遅滞への問責といった運営実務
が、官署の各レベルでどこがどのように実施していたかを検討する。実際に文書の受け渡
しが行われる現場と、それを把握・管理している上級機関との関係を、実務レベルで解明
したものである。  
 「補論 秦漢追書初探」は、上級機関への返答が遅滞した場合に行われる「追」につい
て、その仕組みを初めて探ったものである。  
 以上の第二篇の 3 章と 1 補論では、第一篇を基礎として、文書逓伝システムの運営実態
に力点が移る。さらに逓伝システムの全体としての共通性を踏まえながらも、現実の運営
面で現れる変化や特殊事例にも光を当て、制度として明文化されないシステムの実態把握
を目指している。  
 「結論」では、各章の結論を振り返った上で、秦漢時代の文書行政の基盤となる文書逓
伝システムが、高い精度を維持しながら運営されていたことが今一度強調される。  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 本論文は、文書逓伝システムに焦点を当てつつ、特定の時代・地域を越えて秦漢時代全
体を見通した議論としてはおそらく世界最初の業績であろう。とりわけ、ようやく全貌が
示されたばかりの肩水金関漢簡や、いまなお部分的な公表にとどまっている里耶秦簡およ
び敦煌懸泉漢簡を積極的に活用し、それらの相互比較を通して、地域差あるいは時代差を
視野に入れた考察を試みている点では、従来の個別的簡牘研究を大きく飛躍させる可能性
を有している。  
 第一篇で示された、秦代遷陵県、漢代懸泉置における郵書逓送システムの復原は、おそ
らく当該テーマの議論において、さらなる新資料の発表があっても、必ず参照されるべき
業績であることは疑いない。また第二篇でとりあげた行政末端での運営実態の厳格な把握
と、上級機関の関与の度合いという視点も、今後さらなる議論の展開が期待できるテーマ
である。  
 秦漢簡牘の利用には、史料としての特殊性から、文献史料とは異なる訓練が求められる
ところであるが、本論文での簡牘史料の扱い方は、現在の簡牘研究の水準に照らしても十
分に高いレベルにあると評価できる。個々の木簡の解釈も精確・妥当なもので、基礎とな
る簡牘の集成では、関連木簡の写真をすべて掲げる姿勢を貫いており、中国の研究者に往々
にして見られるような、活字化された釈文だけで議論するという未熟な簡牘研究とは完全
に一線を画するものである。その意味で、簡牘研究としては現在の学界の最前線に位置し
ているとしても過言ではないだろう。  
 ただし課題もある。本論文中には「制度として明文化されない」行政の実態という表現
が各所にみられる。本論文には、時に制度と実態の乖離から、記録を残す行政の現場に光
を当てようとしているのであるが、記録形式・内容の揺れから行政現場での実態を導くの
は、本質的には推論の域を出ないのであって、この点では行論上のさらなる慎重さが求め
られるところである。また本論文は、秦漢時代の文書逓伝システムが精緻かつ厳格に運営
されていたという印象を全体として与えるものになっているが、その基礎となる厳格な管
理システムが、秦漢 400 年の中での最大瞬間風速的な現象であった可能性も排除できない。
これは刻歯郵書のような特定の郵書記録記載が、出土簡牘一般に普遍的に見られるわけで
はないことをどう説明するかという問題に関わってくる。  
 しかしながら、本論文は秦漢時代に限定されたものではあるが、いわば「中国通信史」
ともいうべき新たなジャンル形成の先駆けとなる可能性を有している。今後の研究として
時代を魏晋から隋唐へと拡げていくことも企図されており、史料的問題はあるものの、そ
の実現を強く期待させる内容を本論文は豊かに有していると評価できる。  
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。  
 
